
平成18年 9月28日  

各    位

          会 社 名  　九州電力株式会社

          代表者名    取締役社長 松尾 新吾

         (コード番号：9508 東証第1部･大証第1部･福証)

          問合せ先    経理部決算グループ長 伊藤 章延

          Ｔ Ｅ Ｌ     (０９２) ７６１ － ３０３１

　平成18年７月31日に公表しました平成19年３月期の中間期及び通期業績予想（連結及び個別）を

下記のとおり修正いたします。

 記

  １  業績予想の修正について

[連　結]

 （1）中間期の業績予想数値の修正〔平成18年４月１日～平成18年９月30日〕

売上高 営業利益 中間経常利益 中間純利益

前 回 公 表 予 想 (A) 6,830         940           730           450           

今 回 修 正 予 想 (B) 7,100         1,220         1,030         630           

増 減 額 (B-A) 270           280           300           180           

増 減 率 (%) 4.0           29.8          41.1          40.0          

(参考)
前中間期実績(平成18年3月期) 6,897         947           740           425           

 （2）通期の業績予想数値の修正〔平成18年４月１日～平成19年３月31日〕

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 公 表 予 想 (A) 13,600        1,440         1,040         620           

今 回 修 正 予 想 (B) 13,980        1,440         1,040         620           

増 減 額 (B-A) 380           -             -             -             

増 減 率 (%) 2.8           -             -             -             

(参考)

前期実績(平成18年3月期) 14,017        1,712         1,252         768           

中間期及び通期業績予想（連結及び個別）の修正について

(億円)

(億円)



[個　別]

 （1）中間期の業績予想数値の修正〔平成18年４月１日～平成18年９月30日〕

売上高 営業利益 中間経常利益 中間純利益

前 回 公 表 予 想 (A) 6,480         900           700           440           

今 回 修 正 予 想 (B) 6,750         1,180         1,000         620           

増 減 額 (B-A) 270           280           300           180           

増 減 率 (%) 4.2           31.1          42.9          40.9          

(参考)
前中間期実績(平成18年3月期) 6,580         923           726           416           

 （2）通期の業績予想数値の修正〔平成18年４月１日～平成19年３月31日〕

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 公 表 予 想 (A) 12,900        1,340         950           580           

今 回 修 正 予 想 (B) 13,280        1,340         950           580           

増 減 額 (B-A) 380           -             -             -             

増 減 率 (%) 2.9           -             -             -             

(参考)

前期実績(平成18年3月期) 13,294        1,596         1,141         691           

２　修正の理由

  中間期の業績予想につきましては，販売電力量が，夏季の高気温の影響による冷房需要の増加や

デジタル家電関連，鉄鋼など主要業種の好調な生産活動などにより増加することなどから，上記の

とおり修正いたします。

  通期の業績予想につきましては，販売電力量の増加はありますが，今年度制度化が予定される第

２再処理工場の再処理等費用（引当金）を計上する見込みであることなどから，上記のとおり修正

いたします。

  [前提諸元(個別)]

　        以　上

　※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり, 実際の業績は,今後

　　様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

(億円)

(億円)

(億kＷh,円/$,$/b)

販 売 電 力 量  <411> 812  <430> 841  <19>  29  

為 替 レ ー ト  <120> 120  <115> 115 <▲ 5> ▲ 5  

原油ＣＩＦ価格  <63>  63  <68>  71  <5>  8  

（注）<  >は中間期

前回公表予想(A) 今回修正予想(B) 増減(B-A)


